
アルフレッド・ハウゼ　タンゴ・オーケストラ
■日時　6月 16日（日）14時開演（13時 30分開場）
■場所　紀南文化会館「大ホール」
■入場料　7,000 円（S 席）6,500 円（A席）3,000 円（学生席）　　
　　　　　※全席指定。未就学児が入場できません。
■チケット　4月 18日（木）～発売
◇発売所（学生券は紀南文化会館、文化振興課のみ）
紀南文化会館、文化振興課（市民総合センター 3階）、龍神市民センター、
中辺路コミュニティセンター、大塔総合文化会館、本宮教育事務所
■託児所（1000 円）　希望される方は、6月 5日（水）までにお申し
込みください。

味音痴の少年が風変わりな妖精 “ タング ” の魔法にかけられて…
　　　　　　　　　　　　　　お父さんとの約束のために奮闘する 夢と魔法の物語

指揮 ジャック・パウエル

オペラ「タング－まほうをかけられた舌－」＋うたのステージ

■日時　6月 23日（日）13時 30分開演（13時開場）

■場所　紀南文化会館「大ホール」

■出演　オペラシアター　こんにゃく座

■入場料　自由席　1,000 円（前売）1,500 円（当日）

※対象年齢は 4歳以上です。席が必要なお子様は

有料となります。

■チケット　4月 18日（木）～発売

◇発売所　紀南文化会館、文化振興課（市民総合センター 3階）、

龍神市民センター、中辺路コミュニティセンター、大塔総合文

化会館、本宮教育事務所

■託児所（1000 円）　希望される方は、6月 10日（月）までに

お申し込みください。

■問合せ　文化振興課 文化振興係　　０７３９（２６）９９４３

～プログラム～
紺碧
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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

市税
81億 312 万 8千円
（18.4%）

市税
81 億 312 万 8千円
（18.4%）

分担金及び負担金
1億 9,077 万 5千円
（0.4%）

使用料及び手数料
6億 6,980 万 9千円
（1.5%）

財産収入
1億 6,232 万 6千円
（0.4%）

繰入金
9億 5,333 万 4千円
（2.1%）

寄付金、繰越金、諸収入
31億 6,622 万 6千円
（7.2%）

地方交付税
148 億 6,000 万円 (33.7%）

国庫支出金
57億 4,097 万 8千円
（13.0%）

国庫支出金
57億 4,097 万 8千円
（13.0%）

県支出金
33億 256 万 2千円
（7.5%）

県支出金
33億 256 万 2千円
（7.5%）

市債
47 億 7,960 万円
（10.8%）

市債
47 億 7,960 万円
（10.8%）

その他
21億 6,126 万 2千円
（5.0%）

自主財源
（
30.0%

）

依
存財源（70

.0%
）

歳入
440億 9,000 万円

人件費
74億 8,794 万 6千円
（17.0%）

人件費
74億 8,794 万 6千円
（17.0%）

物件費
56億 9,606 万 2千円
（12.9%）

物件費
56億 9,606 万 2千円
（12.9%）

維持補修費
6億 2,206 万 6千円
（1.4%）

普通建設（補助）
24億 3,428 万 9千円
（5.5%） 補助費等

39億 4,725 万 1千円
（9.0%）

扶助費
85億 9,721 万 6千円
（19.5%）

扶助費
85億 9,721 万 6千円
（19.5%）

普通建設（単独）
28億 8,637 万円
（6.5%）

普通建設（単独）
28億 8,637 万円
（6.5%）

災害復旧事業費
4億 2,118 万 1千円
（1.0%）

公債費
58億 7,198 万 5千円
（13.3%）

公債費
58億 7,198 万 5千円
（13.3%）

投資及び出資金貸付金
17億 2,896 万円
（3.9%）

繰出金
42億 2,605 万 9千円
（9.6%）

積立金・予備費
1億 7,061 万 5千円
（0.4%）

消費的経
費
（
59.8%

）

そ
の
他
（2

7.2%
）

投
資
的

経
費

（
13.0%

）

歳出
440億 9,000 万円

広報田辺　平成 31年 4月号・目次

02 目次・特集「平成 31年度当初予算」

08 トップニュース
第 29 回南方熊楠賞／ 4月 1 日から市役所の
行政機構が一部変わります　ほか

30 みんなの彩時記
木に囲まれて笑顔あふれる木育キャラバン／
火の灯った燈籠が龍神村の夜を照らす　ほか

14 情報ボックス
市営住宅の入居者を募集します／年金額と各
種手当額が引上げとなりました　ほか

26 みんなの広場

24 相談日程等

　今月の表紙は、スマー
トフォンのアプリを使っ
て納付書のバーコードを
読み込もうとしている様
子です。詳しくは、11ペー
ジをご覧ください。
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般会計

市税…市民福祉向上を目的に行う事業
経費を賄うため、市民の皆さんから納
めていただくお金
分担金及び負担金…養護老人ホーム等
の利用者に負担してもらうお金
使用料及び手数料…施設の使用や特定
のサービスに対して負担してもらうお金
財産収入…市の財産の貸付けや運用に
よる収入
繰入金…会計間相互の資金運用や基金
を取り崩したお金
地方交付税…所得税等の国税を一定割
合で交付されるお金
国庫支出金・県支出金…学校建築や道
路整備、老人医療等に対し、国や県か
ら支出されるお金
市債…学校建築や道路整備等、一時的
に多くのお金が必要となる事業のため
に長期間にわたり借入れするお金

歳入

歳出

自主財源…市が自主的に収入可能なお金
依存財源…国や県から交付又は割り当てられるお金や借入金

消費的経費…後に形が残らない性質の経費
投資的経費…後に形が残る性質の経費

一 地方公共団体の会計の中心となるもので、行政運営の基本的な予算です。

人件費…職員等に支払われる経費
物件費…市役所内の事務用品や施設の維
持管理のための委託費用など
維持補修費…公共用施設等の維持・修
繕費
扶助費…児童・高齢者の方等、福祉向
上のための経費
補助費等…個人又は団体に対する負担金
補助や建物の火災保険料など
普通建設事業費…道路や建物などの建
設事業費
災害復旧事業費…災害で被害を受けた
施設等の復旧費
公債費…国や県、銀行から借りたお金・
利子の返済金
投資及び出資金貸付金…投資又は出資
に係る経費など
繰出金…一般会計と特別会計の間で支
出される経費
積立金…基金の利息等の積立金
予備費…突発的な事態に備えての予備
的な経費
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近野分団車庫（現在）斎場（完成予想）

新武道館（完成予想）

世界遺産熊野本宮館

移住定住推進事業

■シティプロモーション事業（1,306 万 3千円）
　首都圏を情報発信の拠点とし、本市の認知度及びブランド力の向上を図るとともに、
メディア等による取材機会の拡大や本市への来訪、購買への動機の増進につなげる。
■第 32回全国健康福祉祭（ねんりんピック）の開催［新規］（5,300 万円）
　第 32 回全国健康福祉祭和歌山大会として、本市では、弓道、合気道、サッカーを
開催する。
■鬪雞神社創建千六百年奉祝記念事業（400 万円）
　平成 31 年に鬪雞神社が創建 1600 年を迎えることから、年間を通じて実施する各種
記念事業の取組を支援し、交流人口の増加及び地域活性化を図る。
■鬪雞神社創建千六百年及び安藤家入城四百年記念事業［新規］（120 万円）
　平成 31 年は鬪雞神社の創建 1600 年、安藤直次が田辺城に入城して 400 年の記念の
年であることから、鬪雞神社及び田辺領主安藤家の歴史と文化を広く紹介するととも
に、関係市との交流を深める。

■津波避難路整備事業［新規］（325 万 9千円）
　津波避難困難地域を解消するため、目良地区に
津波避難路を整備する。
■防災行政無線整備事業（3億1,079万 7千円）
　龍神・中辺路・大塔地区の防災行政無線設備を
アナログ方式からデジタル方式へ更新する。
■新庁舎整備事業（1億 1,630 万円）
　津波想定浸水域に位置し、耐震基準を満たして
いない現庁舎の移転整備に取り組む。
■近野分団車庫建築事業［新規］（4,647 万円）
　昭和 48 年建築の近野分団車庫の建替えを行う。

　本市の魅力を発信
することで世界から
人を引き付け、交流
を推進します。

　市民・地域・行政がそれぞ
れの防災意識を高め、連携を
図りながら自然災害に備えま
す。

　まちづくりの基礎・基盤と
なる取組として、未来へつな
がる持続可能なまちづくりを
支えます。

　「未来へつながる持続可能な
まちづくり」を担う人材の育
成を図ります。

　世界にも視野を広げ、これ
までに築き上げてきた地域の
価値を更に高めます。

主

■世界遺産登録 15周年・熊野本宮館開館 10
周年記念イベント［新規］（200 万円）
　平成 31 年は紀伊山地の霊場と参詣道が世界遺
産登録 15 周年、熊野本宮館が開館 10 周年を迎え
ることから、各種記念イベントを実施する。
■扇ヶ浜公園整備事業（7億 3,704 万 9千円）
　扇ヶ浜公園に植芝盛平翁の顕彰施設を備え、緊
急避難場所としての機能を有する武道館を整備す
るとともに、老朽化に伴う公園の再整備を行う。
■景観まちづくり刷新事業（2億 9,359 万 9
千円）
　世界遺産である鬪雞神社を核とした景観整備
と駅前空間の刷新に取り組む。
■扇ヶ浜海水浴場活性化事業［新規］（1,099
万円）
　街なかへの誘客促進を図るため、扇ヶ浜海水
浴場へ海上遊具を設置するとともに、スポーツ
ビーチを整備する。
■四村川財産区湯峰温泉公衆浴場施設整備事
業［新規］（1,330 万円）
　老朽化した公衆浴場及び附属施設を解体し、
新公衆浴場を整備する。

■移住創業・テレワーク推進情報発信事業［新
規］（250 万円）
　農林水産資源などの多様な資源を活用した仕
事や暮らしに関する情報の発信により、都市部か
らのＩＣＴ企業の誘致及びテレワークによる移
住・創業を促進する。
■移住定住推進事業
◇移住支援事業費補助金［新規］（400 万円）
　東京圏からの移住を促進し、地域の振興を図る
ため、本市への移住者に対して補助を行う。
◇まちなか移住推進空き家活用事業費補助金
［新規］（400 万円）
　本市への移住及び空き家の利活用を推進する
ため、県外からの移住に際して、空き家改修に係
る経費に対して補助を行う。
■幼児教育の無償化　※平成 31年 10月開始
　消費税率引上げ分を財源として、幼児教育の
無償化を実施する。
【対象者】3歳～ 5歳の幼児、0歳～ 2歳の幼児（市
民税非課税世帯）
【対象施設】幼稚園・保育所・認定こども園・認
可外保育施設 等
■英語デジタル教科書の導入［新規］（110
万円）
　小学校における英語教育の充実を図るため、
デジタル教科書を導入する。

■プレミアム付商品券事業［新規］（5億 6,367
万円）
　消費税率引上げの影響による低所得者及び子育
て世帯の負担を軽減するため、プレミアム付商品
券を販売する。
■斎場建設事業（7億 6,304 万 9千円）
　現斎場の老朽化に対応するため、現有敷地内に
新斎場を建設する。
■紀南環境広域施設組合最終処分場整備事業
（4億 7,443 万 6千円）
　紀南地域の廃棄物の適正処理のため、広域廃棄
物最終処分場の整備に取り組む。

暮らし
充実

な事業

人材
育成

価値
向上

発信・
交流

強靱化
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【歳入】
　地方消費税交付金
　（うち社会保障財源化分）

　5億 4,890 万円
【歳出】
　社会保障施策に要する経費

　145 億 2,076 万 3 千円

区分 事業費

財源

主な事業
特定財源

一般財源
地方消費税交付金
の社会保障財源分 その他

社
会
福
祉

93 億 9,669 万 2 千円 60 億 6,414 万 8 千円 2億 3,658 万 9千円 30 億 9,595 万 5 千円

生活保護扶助費

障害者福祉扶助費
施設型給付費負
担金 （保育所等
運営費負担金）
児童手当及び児
童扶養手当
母子生活支援施
設措置費
養護老人ホーム
措置費

社
会
保
険

36 億 1,207 万 7 千円 6億 9,325 万 7 千円 2億 721 万 7 千円 27 億 1,160 万 3 千円

国民健康保険事
業特別会計繰出金
介護保険特別会
計繰出金
後期高齢者医療
特別会計繰出金

保
健
衛
生

15 億 1,199 万 4 千円 3,166 万 5 千円 1億 509 万 4 千円 13 億 7,523 万 5 千円

予防接種事業

妊婦健診事業

がん検診事業

合計 145億 2,076 万 3千円 67 億 8,907 万円 5億 4,890 万円 71 億 8,279 万 3 千円

※地方消費税交付金（社会保障財源分）は、各事業に要する一般財源の比率に応じて按分し充当しています。

区分 事業費
都市計画事業 7億 3,704 万 9 千円

街路 ―

公園 7億 3,704 万 9 千円

下水道 ―

その他 ―

地方債償還額 5億 6,170 万 1 千円

合計 12 億 9,875 万円

財源内訳 金額
国・県支出金 3億6,605万 5千円

地方債 3億 2,940 万円

負担金その他 ―

都市計画税収入額 3億 3,869万 7千円

一般財源等 2億 6,459万 8千円

区分 事業費
環境衛生施設
の整備 1億 3,024 万 7 千円

鉱泉源の
保護管理施設 ―

消防施設等の
整備 8,547 万円

観光施設の
整備 ―

観光振興 5,809 万 5 千円

合計 2億 7,381 万 2 千円

財源内訳 金額
国・県支出金 8,775 万 3 千円

地方債 9,320 万円

負担金その他 ―

入湯税収入額 4,640 万 4 千円

一般財源等 4,645 万 5 千円

企業会計 金額 増減率（％）
水道事業 30 億 6,336 万円 7.1

※右表中の増減率は、平成
30 年度比です。

特別会計 金額 増減率（％）
国民健康保険事業 98 億 7,234 万 5 千円 3.0

  （事業勘定） 98 億 4,698 万 4 千円 3.0

  （直営診療施設勘定） 2,536 万 1 千円 -1.7

後期高齢者医療 19 億 4,575 万 2 千円 4.0

介護保険 91 億 9,797 万円 1.4

分譲宅地造成事業 68 万 5 千円 -50.8

同和対策住宅資金等貸付事業 858 万 5 千円 -8.9

農業集落排水事業 3億 9,075 万 5 千円 0.3

林業集落排水事業 1,505 万 5 千円 6.9

漁業集落排水事業 7,089 万 7 千円 -1.1

特定環境保全公共下水道事業 6,616 万円 1.1

戸別排水処理事業 618 万 8 千円 1.0

診療所事業 3億 4,424 万円 -1.9

駐車場事業 3,503 万 7 千円 0.4

木材加工事業 2億 4,585 万 8 千円 4.5

四村川財産区 4,323 万 8 千円 44.0

合計 222 億 4,276 万 5千円 2.3

的税が充てられる
事業に要する経費目 　租税の中で、一定の政策目的を達成するために使途を限

定して課税されるものを目的税といい、本市では、都市計
画税と入湯税があります。

都市計画税
　都市計画税は、都市計画
法に基づいて行う都市計
画事業等に要する費用に
充てるための目的税です。

入湯税
　入湯税は、環境衛生施
設、鉱泉源の保護管理施
設及び消防施設その他消
防活動に必要な施設の整
備並びに観光の振興に要
する費用に充てる目的税
です。

別会計特
及び

業会計企

方消費税交付金
（社会保障財源化分）が充てられる

社会保障施策に要する経費
地

　平成 26 年 4 月 1 日から、消費税率が 5％から 8％
へ引き上げられたことに伴い、引上げ分の地方消
費税収（地方消費税交付金を含む。）については、

「消費税法第１条第２項に規定する経費その他社会
保障施策（社会福祉、社会保険及び保健衛生に関
する施策をいう。）に要する経費に充てるものとす
る。」と地方税法に明記されています。  
　この趣旨を踏まえ、本年度当初予算における地
方消費税交付金（社会保障財源化分）の充当事業
については、下表のとおりです。

　特別会計は、一般会計
とは別に、特定の目的のた
めに設けられた会計です。
　企業会計は、地方公営
企業法の適用を受ける公
営企業の会計です。
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第 29 回

問合せ　南方熊楠顕彰会事務局（☎ 0739-26-9909）

問合せ　総務課 人事係（☎ 0739-26-9916）

4 月 1 日から市役所の行政機構が一部変わります

南方熊楠顕彰館の各種イベントを開催します

問合せ　南方熊楠顕彰館（☎ 0739-26-9909）

熊
楠
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
シ

リ
ー
ズ
第
43
回
﹁
常
設
展
展

示
替
え
の
内
容
に
つ
い
て
﹂

☆
☆
５
月
４
日
㊏
㊗　

14
時
～

☆
本
年
３
月
末
に
行
っ
た
常
設

展
の
展
示
替
え
に
つ
い
て
、
監

修
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
よ
る

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

■
パ
ネ
リ
ス
ト

◇
武
内 

善
信 

さ
ん
（
和
歌
山

城
整
備
企
画
課
学
芸
員
）

◇
松
居 

竜
五 

さ
ん
（
龍
谷
大

学
国
際
学
部
教
授
）

◇
田
村 

義
也 

さ
ん
（
南
方
熊

楠
顕
彰
会
学
術
部
長
）
ほ
か

■
そ
の
他　

事
前
申
込
不
要
。

当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　「南方熊楠賞」は、国内外を問わず、熊楠翁の研究対象であった博物学的分野・民俗学的分野の研究に顕著
な業績のあった研究者に贈られるもので、第 29回受賞者は、自然科学の部より、馬渡駿介氏（北海道大学名
誉教授）が選考されました。

1946 年 10 月　 東京都生まれ
1969 年　3 月　北海道大学理学部生物学科卒業
1971 年　3 月　北海道大学大学院理学研究科動物学専攻修士課程修了
1974 年　3 月　北海道大学大学院理学研究科動物学専攻博士課程修了
　　　　　　　  理学博士取得
1975 年　4 月　日本大学医学部 助手
1980 年 11 月　 日本大学医学部 講師
1982 年　4 月　北海道大学理学部 助教授
1988 年　4 月　北海道大学理学部 教授
2007 年　4 月　北海道大学総合博物館館長
2010 年　3 月　北海道大学定年退職　
　　　　　　　  北海道大学名誉教授　現在に至る馬

ま わ た り

渡 駿
しゅんすけ

介 氏

略　歴

南方熊楠賞記念特別公開 南方熊楠賞授賞式・受賞記念パーティー

※①②ともに、上記へ電話
でお申し込みください。

■選考理由（抜粋） 南方熊楠賞受賞コメント（原文）

　一貫して無脊椎動物の種分類学に関
する研究に邁

まい

進し、特に苔虫動物門に
属し淡水から海水に生息する、コケム
シと呼ばれる群体性の固着生物の研究
に注力。多くの新種を含む日本産コケ
ムシ類の種類相を明らかにした。また、
世界中のコケムシ標本との比較研究も
行い、いくつかの科・属・種について
の分類体系に改訂を加えた。広範な無
脊椎動物についてフィールドにおける
丹念な調査・研究に基づき種を記載・
分類するという姿勢は、熊楠翁の精神
に通じるものがある。

　巨人の名を冠した賞を、足下にも及ばない私がいただくことの責
任の重さを痛感しながら、おこがましくも、巨人南方熊楠と凡人私
との共通点を三つあげさせていただきます。一つ目はロンドン自然
史博物館でしばらく仕事をしたことです。雑務皆無の中、サウス
ケンジントン駅前で毎日紅茶とターキーサンドイッチを昼食用に求
め、時に熊楠翁に思いをはせながら、論文をいくつか書くことがで
きたのは幸せでした。二つ目は、分類学を専攻したことです。熊
楠翁は主に粘菌、私は無脊椎動物と研究対象こそ異なれ、成果は
雲泥の差だとしても、巨人と同じ分類学に親しんだことは私の誇り
です。三番目は、社会への働きかけです。熊楠翁は自然保護を社
会に働きかけ、その成果は鎮守の森の存続、神島の天然記念物指
定などにつながりました。私は現在、国立自然史博物館を日本で
初めて設立する活動に加わっています。設立された暁には分類学
を含む自然史科学の振興がなされ、結果として熊楠翁にあやかり、
自然が守られ、人類の持続可能性が高まることを願っております。

　南方熊楠賞を記念して授賞式
当日（５月 11 日㊏）は、南方熊楠
邸の観覧料が無料になります。
　南方熊楠顕彰館は、14 時 30
分で閉館（最終入館 14 時）しま
すが、南方熊楠邸は、17 時（最
終入場 16 時 30 分）まで、ご覧
いただけます。

【②受賞記念パーティー】
☆ 5 月 11 日㊏
　16 時 30 分～
☆南方熊楠顕彰館
☆ 60 名［先着］（要申込み）
☆ 3,000 円

【①授賞式】
☆ 5 月 11 日㊏
　13 時 30 分～
☆紀南文化会館「小ホール」
☆◇授賞式
◇馬渡氏 記念講演

『ヒトの目にとまらない生き物たち』
☆ 200 名［先着］（要申込み）

﹁
顕
彰
館
へ
行
こ
う
！
﹂

︻
こ
ど
も
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
︼

☆
☆
５
月
５
日
㊐
㊗　

10
時
～

16
時
30
分
（
最
終
入
館
）

☆
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
収
蔵
庫
特
別
入
室
体

験
（
各
先
着
30
名
）

︻
南
方
熊
楠
賞
記
念
特
別
公
開
︼

☆
☆
５
月
11
日
㊏　

10
時
～
16

時
30
分
（
最
終
入
場
）

※
南
方
熊
楠
顕
彰
館
は
、
14
時

30
分
（
最
終
入
館
14
時
ま
で
）

に
閉
館
し
ま
す
が
、
邸
は
右
記

時
間
ま
で
入
場
で
き
ま
す
。

☆
南
方
熊
楠
邸
の
入
場
無
料

　

た
な
べ
営
業
室
を
２
係
体
制

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
等
に
加
え
、
商
工

振
興
課
で
所
管
し
て
い
た
友
好

姉
妹
都
市
等
の
交
流
事
業
を
行

う
﹃
価
値
創
造
係
﹄
と
、
山
村

林
業
課
が
中
心
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
移
住
相
談
を
、
市

域
全
体
を
対
象
と
し
た
移
住
サ

ポ
ー
ト
総
合
窓
口
と
し
て
、﹃
移

住
定
住
推
進
係
﹄
を
設
置
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
商

工
振
興
課
を
再
編
し
、
交
流
推

進
係
を
創
業
立
地
推
進
係
に
変

更
し
、
創
業
支
援
や
企
業
立
地

に
よ
り
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

3/31 まで 4/1 から

たなべ営業室
企
画
部

たなべ営業室

価値創造係

移住定住推進係

商
工
観
光
部

商工振興課

商工労政係

交流推進係

商工振興課

商工労政係

創業立地推進係

▼
南
方
熊
楠
邸

　
南
方
熊
楠
顕
彰
館

▲
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指定緊急避難場所、指定避難所を示す標識を設置しました

問合せ　防災まちづくり課 地域防災係（☎ 0739-26-9976）
　

市
で
は
、
昨
年
4
月
に
災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
、
指
定
緊
急
避
難

場
所
及
び
指
定
避
難
所
の
指
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
と
は
、
災
害

が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
、
そ
の
危
険
性
か
ら
逃

れ
る
た
め
、
緊
急
的
に
避
難
す
る
施

設
で
、
洪
水
・
土
砂
災
害
・
津
波
等

の
災
害
種
別
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
避
難
所
と
は
、
災
害

の
危
険
性
が
あ
り
、
避
難
し
た
住
民

が
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で

滞
在
し
た
り
、
災
害
に
よ
り
家
に
戻

れ
な
く
な
っ
た
住
民
が
一
定
期
間
滞

在
し
た
り
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

今
回
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
指

定
避
難
所
の
位
置
や
各
施
設
が
ど
の

災
害
種
別
に
対
応
し
て
い
る
の
か
を

平
時
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
各
施
設
に
標
識
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
標
識
に
使
用
し
て
い
る
指

定
緊
急
避
難
場
所
等
を
示
す
図
記
号

に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
に
よ

り
全
国
的
に
標
準
化
さ
れ
た
下
の
図

記
号
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
も
ち
ろ
ん
、

毎
年
の
大
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
な

ど
が
発
生
し
た
際
に
は
、
ど
こ
に
避

難
す
る
の
か
、
ど
こ
が
避
難
で
き
る

指定避難所 指定緊急避難場所 津波避難ビル

災害種別
洪水 /
内水氾濫 津波 高潮 崖崩れ・

地滑り 土石流 大規模な
火事

　
設
置
し
て
い
る
標
識
の
一
例

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

▲

市税等の納付に関するお知らせ

問合せ　納税推進室 検収係（☎ 0739-26-9922）

在宅血液透析導入にかかる機器設置工事費の助成・
身体障害者を対象とした特殊マットの給付基準額について

問合せ　障害福祉室（☎ 0739-26-4902）

ス
マ
ホ
で
市
税
等
の
納
付
が

簡
単
に
！

　

４
月
１
日
㊊
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
（
P
a
y 

B
）

で
、
市
税
・
保
険
税
等
の
納
付

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
プ
リ
か
ら
納
付
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
事
前
に

登
録
し
た
銀
行
口
座
か
ら
即
時

に
納
付
が
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ

ニ
や
金
融
機
関
の
店
舗
が
お
近

く
に
な
く
て
も
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
簡
単
に
納
付
で
き
ま
す

の
で
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
領
収
書
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は
、
コ

ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
窓
口
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く

は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
納
付
で
き
る
科
目　

市
県
民

税
等
で
コ
ン
ビ
ニ
収
納
バ
ー

コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
た
納
付
書

が
対
象

■
利
用
出
来
る
銀
行　

紀
陽
銀

行
、
三
菱
U
F
J
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
、
じ
ぶ
ん
銀
行
、

市
税
等
の
﹁
口
座
振
替
領
収

の
お
知
ら
せ
﹂
の
発
行
を
廃
止

　

市
で
は
、
市
税
や
国
民
健
康

保
険
税
、
使
用
料
等
の
口
座
振

替
収
納
後
、﹁
口
座
振
替
領
収

の
お
知
ら
せ
﹂
を
送
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
31
年
度
（
平

成
31
年
４
月
振
替
分
）
か
ら
、

経
費
節
減
の
た
め
、
廃
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

振
替
済
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
預
金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り

ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
等
で
納
税

額
が
確
認
で
き
る
書
面
が
必
要

な
方
は
、
各
担
当
課
室
で
納
税

額
確
認
書
や
納
税
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。（
※
納
税
額
確
認

書
は
無
料
、
納
税
証
明
書
は
有

料
で
す
。）

■
対
象
科
目　

市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
医
療
保
険
料
、集
落
・

地
域
・
戸
別
排
水
処
理
施
設
使

用
料
、
学
校
給
食
費

在
宅
透
析
を
始
め
る
場
合
に

必
要
な
住
宅
改
修
費
の
一
部

を
助
成

■
対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い

で
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
在
宅

血
液
透
析
を
始
め
ら
れ
る
予
定

の
方

■
助
成
対
象
工
事　

在
宅
血
液

透
析
機
器
を
作
動
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
電
気
工
事
費
又
は
給

排
水
工
事
費

■
助
成
額　

世
帯
の
課
税
状
況

に
よ
り
、
左
記
の
助
成
上
限
額

と
工
事
費
を
比
較
し
て
低
い
方

の
額

◇
生
活
保
護
世
帯

上
限
60
万
円

◇
市
民
税
非
課
税
世
帯

上
限
50
万
円

◇
市
民
税
課
税
世
帯

上
限
18
万
円

■
そ
の
他　

設
置
工
事
を
始
め

る
前
に
、
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

障
害
者
等
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
に
お
け
る
基
準
額
等

の
変
更

■
対
象
品
目　

特
殊
マ
ッ
ト

（
性
能
：
褥じ
ょ
く
そ
う瘡

予
防
の
機
能
を

有
す
る
も
の
）

■
基
準
額　

10
万
円

■
自
己
負
担
額　

原
則
１
割
負

担
（
※
所
得
に
よ
り
、
負
担
上

限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

■
そ
の
他　

事
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。
必
ず
購
入
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
対
象
の
方

は
、
介
護
保
険
福
祉
用
具
貸
与

制
度
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

■対象となる方
年齢 身体障害者手帳の等級

3 歳以上 18 歳未満 下肢又は体幹機能障害 2級以上の方

18 歳以上 下肢又は体幹機能障害 1級で、常時
介護を要する方

※身体障害者手帳の有無に関わらず、障害者総合支援法に
基づき厚生労働大臣が定める疾病に該当する難病患者で上
記の障害程度と同程度の場合にも給付対象となります。

イ
オ
ン
銀
行
な
ど
27
金
融
機
関

（
※
順
次
拡
大
予
定
）

場
所
な
の
か
を
事
前
に
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
時
よ
り
各
施
設
の
標
識
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
自
分
自
身
が
ど
の

よ
う
に
避
難
を
す
る
の
か
を
考
え
て

い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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広場（カッパーク）
武道館

←至み
なべ

至白浜→↑紀伊田辺駅

扇ケ浜公園内に新しく広場が完成しました

問合せ　管理課 公園係（☎ 0739-26-9966）     

市内にある著しく危険と認定された
不良空家等の解体撤去を行う方に補助金を交付します

問合せ　下記参照

　

扇
ケ
浜
公
園
整
備
事
業
に
よ

り
、
扇
ケ
浜
公
園
内
に
新
し
く

広
場
（
カ
ッ
パ
ー
ク
）
が
完
成

し
ま
し
た
。
広
場
内
に
は
野
外

ス
テ
ー
ジ
、
夕
陽
の
展
望
ス

ペ
ー
ス
等
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
会
場
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
扇
ケ
浜
公
園
内

で
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
予
約
・
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
上
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
不
良
空
家
等
の
所
有
者
や
そ

の
相
続
人
な
ど
で
、
市
税
の
滞

納
の
な
い
方

■
補
助
金
額　

不
良
空
家
等
の

解
体
工
事
に
要
す
る
金
額
の
3

分
の
２
。
た
だ
し
、
上
限
は

50
万
円
で
す
。

※
平
成
31
年
度
は
16
件
程
度
の

予
定
で
す
。
ま
た
、
危
険
性
の

高
い
空
家
等
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

☆
事
前
に
田
辺
市
不
良
空
家
等

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
下
記
又
は
各
行
政
局
産
業

建
設
課
（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
、

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
、
下
記
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

市
職
員
が
建
物
の
腐
朽
・
破

損
等
の
程
度
を
調
査
し
、
採
点

が
60
点
以
上
と
な
る
と
、
認
定

さ
れ
ま
す
。

■
不
良
空
家
等
認
定
申
請
期
間

４
月
1
日
㊊
～
５
月
10
日
㊎

■
解
体
補
助
金
交
付
申
請
期
間

６
月
３
日
㊊
～

※
解
体
工
事
を
２
０
２
０
年
２

月
29
日
㊏
ま
で
に
終
了
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

☆
建
築
課 

建
築
係
（
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
５

第 30 回田辺市スポーツ賞が贈られました

問合せ　スポーツ振興課 市民スポーツ係（☎ 0739-25-2531）

▲受賞者の皆さん（3 月 3 日㊐表彰式）

　

市
民
や
市
出
身
の
方
で
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

や
国
内
・
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
ら
れ
た
方
を
対
象
に
ス
ポ
ー

ツ
賞
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し

優
勝
し
た
方
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
方

︻
個
人
の
部
・
16
名
︼

■
水
泳　

曽
輪 

貴
博

■
弓
道　

石
本 

千
夏
、
杤
﨑 

昌
志

■
陸
上　

谷
本 

真
、
橋
本 

奈
津

■
卓
球　

後 

悠
太

■
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク　

古
久
保 

喜
朋
、
奥
山 

礼
都

■
少
林
寺
拳
法　

水
永 

章
、
谷
口 

藍
梨
、
惠
中 

崇
敬

■
カ
ヌ
ー　

冨
塚 

晴
之
、
竹
中 

光
、

濱
本 

子
龍

■
レ
ス
リ
ン
グ　

谷
口 

虎
徹

■
柔
道　

髙
野 

大
地

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方

︻
個
人
の
部
・
9
名
︼

■
ボ
ー
ト　

木
下 

早
苗

■
陸
上　

堀
木 

真
由
、
中
平 

久
永
、

鈴
木 

杏
奈

■
カ
ヌ
ー　

西
山 

史
扇
、
山
本 

妙

湖
、
谷
地 

あ
い

■
少
林
寺
拳
法　
廣
田 

陽
美

■
空
手
道　
澤
辺 

千
鶴

︻
団
体
の
部
・
6
団
体
︼

■
田
辺
高
等
学
校
新
体
操
部

若
勇 

歌
乃
葉
、
浦 

ひ
か
り
、
平 

晴

菜
、
垣
本 

真
子

■
田
辺
高
等
学
校
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
部

坂
本 

夏
巳
、
北 

弥
生
、
中
道 

香
澄

■
神
島
高
等
学
校
弓
道
部

瀧
本 

未
侑
、
福
榮 

桜
子
、
谷
口 

未

華
、
前
田 

沙
希
、
岩
見 

百
華
、
碓

井 

晴
捺

■
田
辺
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ク
ラ
ブ

野
久
保 

翔
万
、
竹
中 

光
、
濱
本 

子

龍■
田
辺
工
業
高
等
学
校
体
操
競
技
部

今
岡 

一
斗
、
中 

虹
太
、
中 

開
紀
、

中 

心
太
朗
、
森
山 

一
稀

■
田
辺
工
業
高
等
学
校
陸
上
競
技
部

都
築 

勇
貴
、
野
村 

優
作
、
重
石 

卓

哉
、
井
澗 

洸
太
、
井
澗 

翔
太
、
福

本 

翔
、
水
井 

翔
哉

　
▼
不
良
空
家
の
例

▲

概略図 ※扇ケ浜公園内では、2020 年 8 月 31 日までの予定で武道館建築工事が行
われています。この期間、扇ケ浜公園の一部及び扇ケ浜海岸駐車場の一部
（斜線で示した部分）が使用できません。これらの施設をご利用される皆さ
んにはご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
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み
ん
な
で
運
動
プ
ラ
ス
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

☆
5
月
21
日
〜
7
月
23
日
（
毎
週
㊋
・

全
10
回
）

☆
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
受
付
13
時

〜
）

☆
新
庄
公
民
館
「
大
集
会
室
」

☆
運
動
は
一
人
で
は
続
か
な
い
と
い
う

方
も
、
誰
か
と
一
緒
な
ら
続
け
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
集
ま
り
や
す
い
場

所
で
定
期
的
に
仲
間
と
運
動
に
取
り
組

む
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
室

わ
か
わ
か
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す

☆
5
月
9
日
〜
7
月
25
日
（
毎
週
㊍
・

全
12
回
）

※
5
月
第
5
週
は
29
日
㊌
と
な
り
ま
す
。

☆
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
受
付
13
時

〜
）

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
「
機
能
訓

練
室
」

☆
年
齢
に
負
け
な
い
体
作
り
を
目
指
し

脳
若
が
え
り
塾
〜
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

で
楽
し
く
脳
を
活
性
化
〜
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

☆
5
月
15
日
〜
7
月
24
日
（
毎
週
㊌
・

全
11
回
）

※
5
月
第
5
週
は
30
日
㊍
と
な
り
ま
す
。

☆
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
受
付
13
時

〜
）

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
交
流

ホ
ー
ル
」

☆
認
知
症
は
脳
の
障
害
に
よ
る
病
気
で

誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、
様
々
な
研
究
か

ら
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
症
状
を
軽
減
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
教
室
で
は
、「
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
」
を
活
用
し
、
思
考
力
を
働
か

せ
、
仲
間
同
士
で
交
流
し
な
が
ら
認
知

症
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。
み
ん
な
で

楽
し
く
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

※
マ
ー
ジ
ャ
ン
初
心
者
の
方
が
初
め
て

す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

◇
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

◇
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ
る
「
認
知

症
の
理
解
と
予
防
に
つ
い
て
」
の
お
話

と
相
談

◇
簡
単
な
テ
ス
ト

◇
毎
日
の
取
組（
脳
ト
レ
ド
リ
ル
な
ど
）

◇
健
康
講
座 

等

☆
65
歳
以
上
の
市
民
の
方
で
、
11
回
通

し
て
参
加
可
能
な
方

☆
12
名
﹇
先
着
﹈

☆
筆
記
用
具
・
眼
鏡
（
必
要
な
方
）

☆
4
月
12
日
㊎
〜
26
日
㊎
に
、
左
記
へ
ご

自
身
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係 

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

で
は
、
地
域
で
取
り
組
む
場
合
の
運
動

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
身
の
健
康
の
た
め
に
参
加

し
て
み
た
い
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で
す
。

◇
椅
子
を
使
っ
た
筋
力
体
操
や
タ
オ
ル

体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
講
座 

等

☆
65
歳
以
上
で
運
動
を
習
慣
化
し
た
い

方
又
は
地
域
で
運
動
を
取
り
入
れ
た
活

動
を
行
う
こ
と
に
興
味
の
あ
る
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
方

※
市
に
住
民
票
の
あ
る
運
動
を
し
て
も

差
し
支
え
の
な
い
方

☆
15
名
﹇
先
着
﹈

☆
上
靴
・
タ
オ
ル
・
マ
ッ
ト(

お
持
ち

で
あ
れ
ば)

・
飲
物

■
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

☆
4
月
15
日
㊊
〜
5
月
10
日
㊎
に
、
左

記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

て
、
自
宅
で
も
簡
単
に
行
え
る
体
操
を

紹
介
し
ま
す
。

■
わ
か
や
ま
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

椅
子
を
使
っ
た
簡
単
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ス
テ
ッ
プ
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

健
康
講
座 

等

☆
市
に
住
民
票
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方

で
、
運
動
を
し
て
も
差
し
支
え
の
な
い

方
（
初
参
加
の
方
を
優
先
し
ま
す
。）

☆
20
名
﹇
先
着
﹈

☆
上
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
物

■
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

☆
4
月
11
日
㊍
〜
25
日
㊍
に
、
左
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

百
間
山
渓
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

☆
４
月
29
日
㊊
㊗

※
雨
天
の
場
合
、
５
月
12
日
㊐
に
延
期

☆
9
時
〜
16
時
頃（
受
付
8
時
30
分
〜
）

☆
大
塔
行
政
局　

玄
関
前

☆
春
の
新
緑
と
美
し
い
渓
谷
を
楽
し
み

な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

☆
30
名
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。）

☆
３
０
０
０
円

☆
弁
当
・
飲
物
・
タ
オ
ル
・
場
合
に
よ
っ

て
雨
具

■
服
装　

山
を
歩
け
る
服
装
・
滑
り
に

く
い
靴

☆
４
月
12
日
㊎
﹇
消
印
﹈
ま
で
に
、
左

記
へ
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
に
「
百
間
山
渓
谷
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
申
込
み
」
と
明
記
し
、
①
住
所

②
参
加
者
氏
名
③
年
齢
④
携
帯
電
話
番

号
（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
固
定
電
話

番
号
）
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
１
通
当
た
り
２
名
ま
で
と
し
、
複
数

応
募
は
無
効
で
す
。
電
話
で
の
お
申
込

み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

☆
大
塔
観
光
協
会
（
大
塔
行
政
局
産
業

建
設
課
内
）

〒
６
４
６
―

１
１
９
２

鮎
川
２
５
６
７
―

１

☆
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
１

☆
０
７
３
９
（
４
９
）
０
３
５
９

☆oto@
city.tanabe.lg.jp

自
然
観
察
教
室
「
新
緑
の
ひ
き
岩
を

歩
こ
う
」
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
４
月
14
日
㊐　

９
時
30
分
〜
12
時

☆
ひ
き
岩
群
周
辺

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

「
キ
ャ
シ
デ
ィ
と
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ

グ
ハ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
４
月
21
日
㊐　

10
時
〜
12
時
15
分

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
。

☆
新
庄
総
合
公
園　

野
外
音
楽
堂
「
リ

ハ
ー
サ
ル
室
」

☆
ア
メ
リ
カ
の
イ
ー
ス
タ
ー
と
い
う
祝

日
に
つ
い
て
国
際
交
流
員
の
キ
ャ
シ

デ
ィ
が
紹
介
し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く

学
び
ま
せ
ん
か
？

　

簡
単
な
工
作
や
写
真
撮
影
、そ
し
て
、

イ
ー
ス
タ
ー
の
代
表
的
な
卵
探
し
ゲ
ー

ム
の
「
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
」

を
行
い
ま
す
。
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
で
見
付

け
た
卵
の
中
に
は
、
一
体
何
が
入
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

☆
市
内
の
新
2
〜
６
年
生
の
小
学
生

（
新
２
、
3
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

☆
25
名
﹇
先
着
﹈

☆
飲
物
・
手
提
げ
袋

☆
4
月
18
日
㊍
ま
で
に
、
左
記
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

☆
０
７
３
９
（
３
３
）
９
０
１
９

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン

タ
ー
専
門
員
ほ
か　

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般　
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）　

☆
筆
記
用
具
・
採
集
用
具
・
ビ
ニ
ー
ル

袋
・
帽
子
・
手
袋 

等

☆
前
日
ま
で
に
、
は
が
き
又
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
６
―

０
０
５
１

稲
成
町 

１
６
２
９

☆
☆
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@

m
b.aikis.or.jp 

☆
毎
週
㊊
（
休
館
日
が
㊗
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）、
5
月
7
日
㊋
・
8
日
㊌
（
臨

時
休
館
）

※
4
月
29
日
㊊
〜
5
月
6
日
㊊
は
開
館

し
て
い
ま
す
。

「
防
災
・
行
政
メ
ー
ル
」
の

配
信
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
て
い
る
各

種
情
報
に
つ
い
て
、
携
帯
電
話
及
び
パ

ソ
コ
ン
に
「
防
災
・
行
政
メ
ー
ル
」
を

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
す
る
か
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で

読
み
取
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
、
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
確
認
メ

ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、
画
面
の
表
示

に
従
っ
て
順
に
入
力
を
す
る
と
登
録
が

完
了
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
防
災
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
６

　

http://bousaigyousei.
aam

ail.aikis.jp/
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各
種
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
を

一
部
補
助
し
ま
す

■
交
付
要
件　

市
に
住
民
票
の
あ
る
世

帯
の
世
帯
主
が
、
市
内
の
販
売
店
で
処

理
機
器
を
購
入
し
（
通
信
販
売
や
ネ
ッ

ト
販
売
は
対
象
外
）、
市
内
に
設
置
す

る
こ
と

■
補
助
対
象
機
器　

密
閉
式
バ
ケ
ツ
容

器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
電
気
式
生
ご

み
処
理
機　

■
補
助
金
額　

本
体
価
格
（
購
入
価
格

か
ら
消
費
税
及
び
配
達
料
等
を
除
く

額
）
の
２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
は

２
万
円
（
１
０
０
円
未
満
は
切
捨
て
）

■
補
助
対
象
個
数　

１
世
帯
に
つ
き
１

基（
た
だ
し
、予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

☆
処
理
機
器
を
購
入
す
る
前
に
指
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

２
０
２
０
年
３
月
中
頃
ま
で
に
、
下
記

へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
玄
関
案
内
係

（
本
庁
舎
２
階
）・
健
康
増
進
課
（
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
）・
各
行
政
局
・

各
連
絡
所
（
万
呂
、
ひ
が
し
、
三
栖
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
含
む
。）・
水

道
事
業
所
・
廃
棄
物
処
理
課
（
市
ご
み

処
理
場
）で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
廃
棄
物
処
理
課 

廃
棄
物
対
策
係

〒
６
４
６
―

０
０
５
３

元
町
２
２
９
１
―

６

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg
.jp

/s
e

is
o

u
/re

c
y

c
le

/
nam

agom
i.htm

l)

置
場
所
の
見
取
り
図
、実
施
前
の
写
真
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
は
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

☆
◇
農
業
振
興
課 

農
政
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
9
9
3
0

◇
各
行
政
局
産
業
建
設
課

☆
23
ペ
ー
ジ
参
照

農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
（
防

護
柵
設
置
）
を
一
部
補
助
し
ま
す

☆
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
防
護
柵
設
置
を

実
施
す
る
農
林
業
従
事
者
等
に
対
し
、

資
材
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

☆
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
で
、
農
地
に

防
護
柵
及
び
防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る

場
合
の
資
材
費
（
労
務
費
は
除
く
。）

※
交
付
決
定
前
に
着
手
す
る
と
事
業
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※
年
間
で
１
人
１
申
請
の
み
と
な
り
ま

す
。（
対
象
事
業
費
範
囲
内
で
の
複
数

箇
所
の
申
請
は
可
。）

■
補
助
金
額　

事
業
費
（
資
材
費
）
の

２
分
の
１
以
内

※
事
業
費
上
限
30
万
円
〜
下
限
3
万
円

（
補
助
金
額
15
万
円
〜
1
万
5
千
円
）

◇
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
１
ｍ
当
た
り

8
0
0
円
以
内
（
補
助
金
額
4
0
0

円
以
内
）

◇
サ
ル
用
１
ｍ
当
た
り
2
5
0
0
円

以
内
（
補
助
金
額
1
2
5
0
円
以
内
）

◇
防
鳥
ネ
ッ
ト
10
ａ
当
た
り

5
万
4
0
0
0
円
以
内
（
補
助
金
額

2
万
7
0
0
0
円
以
内
）

■
そ
の
他　

原
則
と
し
て
５
年
以
上
の

使
用
に
耐
え
る
も
の

☆
４
月
11
日
㊍
〜
５
月
31
日
㊎
に
、
下

記
へ
申
請
書
類
（
交
付
申
請
書
、
事
業

計
画
書
、
収
支
予
算
書
、
見
積
書
、
設

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
届
き
ま
し

た
か
？

　

２
０
１
９
年
４
月
〜
２
０
２
０
年
３

月
の
ご
み
収
集
の
日
程
を
お
知
ら
せ
す

る
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
３
月

上
旬
に
広
報
田
辺
と
一
緒
に
配
布
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
届
い
て
い

ま
す
か
。

　

も
し
、
転
居
や
紛
失
な
ど
で
お
手
元

に
な
い
場
合
は
、
次
の
場
所
に
置
い
て

い
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
配
布
先　

玄
関
受
付
係
（
本
庁
舎
2

階
）・
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
（
や
す
ら

ぎ
対
策
課
、健
康
増
進
課
）・
各
行
政
局
・

各
連
絡
所
（
万
呂
・
ひ
が
し
・
三
栖
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
）
水
道
事
業

所
、廃
棄
物
処
理
課
（
市
ご
み
処
理
場
）

☆
廃
棄
物
処
理
場 

施
設
業
務
係

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
住
宅

◇
旧
田
辺
市
内

《
御
所
谷
》
御
所
谷
１
…
１
戸

■
間
取
り
・
家
賃
等　

間
取
り
は
２
Ｄ

Ｋ
で
す
。
家
賃
は
1
万
９
８
０
０
円
〜

3
万
３
７
０
０
円
で
、
所
得
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

☆
4
月
22
日
㊊
﹇
消
印
﹈
ま
で
に
、
下

記
へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
下
記
又
は
各
行
政
局
産
業

建
設
課
（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配
布
し

ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
抽
選
は
４
月
26
日

㊎
10
時
〜
、
市
役
所
３
階
「
第
一
会
議

室
」
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
募
集
団
地

等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅　

既
に
入
居
者
が
決

定
し
て
い
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

◇
龍
神
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
小
家
》
小
家

《
甲
斐
ノ
川
》
甲
斐
ノ
川

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内
（
各
３
戸
）

《
川
合
》
川
合
２

《
栗
栖
川
》
栗
栖
川
鍵

◇
大
塔
行
政
局
管
内

《
向
山
》
向
山
﹇
定
・
単
身
可
﹈
…
４
戸

《
合
川
》
合
川
庵
谷
﹇
定
・
単
身
可
﹈

…
２
戸

《
平
瀬
》
平
瀬
﹇
定
﹈
…
１
戸

■
語
句
説
明

﹇
定
﹈
市
外
か
ら
の
移
住
者
が
対
象
で

す
が
、
住
民
票
が
市
に
あ
る
方
も
申
込

み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
単
身
可
﹈
単
身
者
及
び
世
帯
で
の
申

込
み
が
で
き
ま
す
。

☆
建
築
課 

市
営
住
宅
係
（
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
１
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
１

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
６

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・

薬
剤
科
）
及
び
一
般
曹
候
補
生
を
募

集
し
ま
す

☆
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
38

条
に
該
当
し
な
い
方
で
、
次
の
と
お
り

◇
幹
部
候
補
生
（
２
０
２
０
年
４
月
１

日
現
在
） 

①
一
般
（
大
卒
）　

22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
方
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は

２
０
２
０
年
3
月
卒
業
見
込
み
含
む
。）

②
一
般
（
院
卒
）　

修
士
課
程
修
了
者

等
（
見
込
み
含
む
。）
で
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
方

③
歯
科　

専
門
大
卒
（
見
込
み
含
む
。）

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

④
薬
剤
科　

専
門
大
卒
（
見
込
み
含

む
。）
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

◇
一
般
曹
候
補
生　

採
用
予
定
月
に
、

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
（
32
歳
の
方

は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、
33
歳

に
達
し
な
い
方
）

※
採
用
予
定
月
は
、
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■試験区分・試験日時 等
試験項目 区分 受付締切日 試験日 試験会場

幹部候補生

一般（大卒）

5 月 1 日㊌㊗

5 月 11 日㊏・
12 日㊐
※ 12 日は飛
行要員のみ

自衛隊和歌山地
方協力本部庁舎

（和歌山市）

一般（院卒）
歯科
薬剤科

一般曹候補生
男子

5 月 15 日㊌ 5 月 25 日㊏
新 橘 ビ ル（ 和
歌山市）女子

■
試
験
種
目

◇
幹
部
候
補
生　

筆
記
試
験
（
一
般
教

養
・
専
門
）、筆
記
式
操
縦
適
性
検
査（
飛

行
要
員
希
望
者
の
み
）

◇
一
般
曹
候
補
生　

筆
記
試
験
（
国
・

数
・
英
）、
作
文
、
適
性
試
験

☆
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

田

辺
地
域
事
務
所

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
９

広
報
田
辺
点
字
版
及
び
声
の
広
報

の
ご
案
内

　

広
報
田
辺
に
は
、
３
か
月
分
の
内
容

を
抜
粋
し
た
「
広
報
田
辺
点
字
版
」
と
、

毎
月
の
内
容
を
C
D
と
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
に
録
音
し
た
「
声
の
広
報
」
が
あ

り
ま
す
。
目
の
不
自
由
な
方
、
活
字
が

読
み
づ
ら
い
方
で
ご
希
望
の
方
は
、
企

画
広
報
課
広
聴
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
及
び
免
除

申
請
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
６
４
１
０
円
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
翌

月
末
日
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
病
気
や

思
わ
ぬ
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

で
す
と
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
保
険
料
が
割
引
と
な
る
前
納
制
度

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、所
得
が
少
な
い
と
き
や
災
害
・

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
難
し
い
場
合
、
保
険
料

の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
保
険
料
の
免
除
は
、
日
本
年
金
機

構
が
被
保
険
者
と
配
偶
者
及
び
世
帯
主

の
所
得
審
査
の
後
、決
定
し
ま
す
。（
平

成
30
年
７
月
以
降
に
免
除
が
決
定
さ
れ

た
方
は
、
本
年
７
月
ま
で
申
請
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。）

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☆
◇
市
民
課 

庶
務
年
金
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

◇
田
辺
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課　

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
２

年
金
額
と
各
種
手
当
額
が
引
上
げ
と

な
り
ま
し
た

【
年
金
額
】

　

４
月
分
か
ら
年
金
額
が
物
価
変
動
に

よ
り
０
．１
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

改
定
後
の
年
金
額
は
、
６
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
「
年
金
額
改

定
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

☆
地
域
の
先
輩
マ
マ
と
し
て
、
子
育
て
中

の
家
庭
へ
の
訪
問
や
母
子
保
健
関
係
の

研
修
会
へ
の
参
加
、
育
児
教
室
時
の
託

児
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
す
。

☆
旧
市
内
で
お
住
ま
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
可
能
な
方

■
特
に
探
し
て
い
る
地
区

　

目
良
・
三
栖
・
新
庄
・
高
雄
・
芳
養

松
原
・
天
神
崎
・
中
万
呂
・
旧
市
街
地

（
本
町
、
北
新
町
、
南
新
町
、
紺
屋
町
、

福
路
町
、
栄
町
、
今
福
町
、
片
町
）

☆
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

手当の種類 月額
①児童扶養手当 1 万 120 円～ 4 万 2,910 円

　児童扶養手当　加算額 児童 2 人目 5,070 円～ 1 万 140 円
3 人目から 3,040 円～ 6,080 円

②特別児童扶養手当 1 級 5 万 2,200 円

　特別児童扶養手当 2 級 3 万 4,770 円

③特別障害者手当 2 万 7,200 円

④障害児福祉手当 1 万 4,790 円

⑤経過的福祉手当 1 万 4,790 円

☆
田
辺
年
金
事
務
所

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
５

【
各
種
手
当
額
】

　

物
価
変
動
に
応
じ
た
改
定
ル
ー
ル
が

法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
左
表
の
手
当
に

つ
い
て
は
、
物
価
変
動
率
（+

１
．０
％
）

を
踏
ま
え
て
、
４
月
か
ら
１
．０
％
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。 

☆
◇
①
に
つ
い
て

市
民
課 

庶
務
年
金
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

◇
②
〜
⑤
に
つ
い
て

障
害
福
祉
室

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
２

造
血
細
胞
移
植
後
の
定
期
外
予
防
接

種
費
用
を
助
成
し
ま
す

☆
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に
お
い
て
20

歳
未
満
の
市
民
で
左
記
内
容
に
該
当
す

る
方

☆
造
血
細
胞
移
植
（
骨
髄
移
植
又
は
末

梢
血
幹
細
胞
移
植
、
臍さ

い

帯
血
移
植
）
に

よ
り
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接

種
の
予
防
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
医

師
に
判
断
さ
れ
、
任
意
で
医
師
が
必
要

で
あ
る
と
認
め
た
同
法
に
定
め
る
法
的

期
限
後
に
実
施
す
る
予
防
接
種
を
行
う

場
合
、
一
定
の
要
件
で
市
が
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

※
接
種
希
望
者
は
事
前
に
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
◇
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☆
23
ペ
ー
ジ
参
照

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の
産
前

産
後
期
間
の
保
険
料
免
除
制
度
が
始

ま
り
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
が
出
産
を
行
っ
た
際
に
、
そ
の
出
産

前
後
の
一
定
期
間
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
次
世
代
育
成
支
援
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

■
免
除
さ
れ
る
期
間

　

出
産
予
定
日
又
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
双
子
な
ど

多た
た
い胎

妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
３
か
月
前

か
ら
６
か
月
間
）
を
産
前
産
後
免
除
期

間
と
し
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
と
同
様
に
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
及
び
死
亡
一
時
金
・
脱
退
一

時
金
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
4
か
月
）

以
上
の
分
娩
（
死
産
・
流
産
・
早
産
・

人
工
妊
娠
中
絶
さ
れ
た
方
を
含
む
。）

を
い
い
ま
す
。

☆
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
）
で
出
産

日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

■
届
出
時
期　

　

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
届
出
が
必

要
で
す
。
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
、

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届
出
可

能
で
す
。

■
届
出
先

市
民
課
及
び
各
行
政
局
住
民
福
祉
課

（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）

■
必
要
な
書
類

①
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
書
類
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
個
人
番
号
が
分

か
る
書
類
②
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

③
印
鑑
④
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予

定
日
・
出
産
日
が
分
か
る
書
類

■
そ
の
他

　

産
前
産
後
免
除
期
間
は
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
を
前
納
さ
れ
て
い
る
場
合
（
未

納
期
間
が
あ
れ
ば
そ
の
期
間
に
充
当
し

た
金
額
を
差
し
引
い
て
）、
保
険
料
が

還
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
法
定
免
除
や

田
辺
市
健
康
づ
く
り
計
画
「
元
気
た

な
べ
」
２
０
１
３
修
正
計
画
を
策
定

し
ま
し
た 

 

　

国
の
健
康
づ
く
り
計
画
で
あ
る
「
21

世
紀
に
お
け
る
第
２
次
国
民
健
康
づ
く

り
運
動
《
健
康
日
本
21
（
第
二
次
）》」

に
基
づ
き
、
田
辺
市
健
康
づ
く
り
計
画

「
元
気
た
な
べ
」
２
０
１
３
を
平
成
25
年

度
か
ら
11
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
策

定
し
健
康
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
、
本
計
画
の
中
間
評
価

を
行
い
、
こ
の
評
価
を
基
に
市
の
健
康

課
題
・
施
策
の
方
向
性
・
基
本
目
標
を

見
直
し
修
正
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、「
豊
か
な
人
生
」
こ
の

願
い
の
実
現
の
た
め
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
生
涯
に
わ
た
っ
た
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
①
栄
養
・
食
生
活
②
運

動
・
身
体
活
動
③
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
（
休
養
・
笑
い
）
④
た
ば
こ
⑤
む
し

歯
予
防
・
歯
周
病
予
防
⑥
生
活
習
慣
病

予
防
の
６
つ
の
施
策
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

概
要
及
び
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/ken
kou

/gen
ki_tan

abe.
htm

l

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
際
の
お
願
い

　

古
紙
類
（
段
ボ
ー
ル
・
新
聞
・
雑

誌
）
を
市
の
古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
子

供
会
・
自
治
会
等
が
実
施
し
て
い
る
集

団
回
収
に
出
す
際
に
は
、
次
の
も
の
は

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
古
紙
類
に
つ
い
て
は
、

燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
金
ぱ
く
や
ア
ル
ミ
は
く
が
貼
ら
れ
て

い
る
古
紙
（
お
酒
の
パ
ッ
ク
や
贈
答
用

品
の
箱
な
ど
）

◇
匂
い
が
つ
い
て
い
る
古
紙
（
洗
剤
や

線
香
が
入
っ
て
い
た
箱
な
ど
）

☆
◇
廃
棄
物
処
理
課 

廃
棄
物
対
策
係

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☆
23
ペ
ー
ジ
参
照

申
請
免
除
、
学
生
納
付
特
例
等
の
期
間

中
に
、
産
前
産
後
免
除
を
届
け
出
た
場

合
、
産
前
産
後
免
除
期
間
終
了
後
に
改

め
て
そ
の
年
度
分
の
免
除
申
請
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
◇
市
民
課 

庶
務
年
金
係
（
本
庁
舎

2
階
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

◇
田
辺
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課　

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
０
４
３
２

防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内
容
を
電

話
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
放
送
内
容
を
も
う

一
度
聞
き
た
い
！
」「
放
送
を
聞
き
逃

し
た
！
」
と
い
う
方
は
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
通
話
料
無
料
で
す
。

　

０
１
２
０
（
９
６
３
）
９
１
０

防
災
行
政
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド



INFORMATION情報ボックス

21 Tanabe Publicity  2019.4 広報田辺　平成 31 年 4 月号 20

特
別
展
と
小
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

☆
４
月
20
日
㊏
〜
６
月
23
日
㊐

☆
10
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま

で
）

☆
毎
週
㊊
（
た
だ
し
、
４
月
29
日
・
５

月
６
日
は
開
館
）・
５
月
７
日
㊋

☆
①
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

②
市
立
美
術
館

☆
①
『
現
代
の
織
Ⅳ
：
草く
さ
ま間
喆て
つ
お雄
』

　

織
に
よ
る
現
代
の
造
形
表
現
を
、
代

表
的
な
作
家
の
特
集
に
よ
っ
て
紹
介
す

る
シ
リ
ー
ズ
『
現
代
の
織
』
の
四
回
目

で
す
。
今
年
度
は
、
１
９
７
０
年
代

初
め
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
立
体

的
な
織
の
造
形
に
取
り
組
み
、
現
在

ま
で
国
際
的
に
活
躍
す
る
草
間
喆
雄

（
１
９
４
６
〜
）
の
制
作
を
取
り
上
げ

ま
す
。

②
『
戦
後
の
表
現
』

　

戦
後
に
展
開
し
た
新
し
い
表
現
を
、

収
蔵
品
を
軸
に
し
て
「
版
画
」、「
織
の

造
形
」、「
絵
画
と
彫
刻
」
の
三
章
で
紹

介
し
ま
す
。

☆
①
４
０
０
円
（
３
２
０
円
） 

②
２
５
０
円
（
２
０
０
円
）

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引

料
金
で
す
。
学
生
及
び
18
歳
未
満
の
方

は
無
料
で
す
。

　

そ
の
他
観
覧
料
の
減
額
や
免
除
の
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

「
き
し
ゅ
う
君
の
防
犯
メ
ー
ル
」
登

録
者
を
募
集
し
ま
す

　

和
歌
山
県
警
察
で
は
、
事
件
・
事
故

の
未
然
防
止
や
自
主
的
な
防
犯
対
策
に

ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
、
電
子
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
「
き
し
ゅ
う
君
の
防
犯

メ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
し
て
い
る
内
容
は
、
①
防
犯
情

報
、
②
子
ど
も
の
安
全
情
報
、
③
交
通

関
係
情
報
、④
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ
、

⑤
重
要
事
件
手
配
情
報
の
５
つ
か
ら
選

択
で
き
、
受
信
希
望
時
間
や
必
要
な
地

域(

警
察
署
管
内)

も
選
択
可
能
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
送
受
信
時
の
通
信
料
等
は
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
方
法　

登
録
を
行
う
に
は
、
配

信
を
受
け
た
い
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か

ら
、
下
記
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

案
内
メ
ー
ル
が
自
動
返
信
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

春
の
交
通
安
全
運
動
（
５
月
11
日
〜

20
日
）
初
日
の
啓
発
行
事
の
一
環
と
し

て
、
田
辺
警
察
署
交
通
課
と
、
和
歌
山

県
出
身
の
漫
才
師
『
す
み
た
に
』
さ
ん

を
招
い
て
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
交
通
安
全
に
関
す
る
講
話
と
楽

し
い
お
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

☆
５
月
11
日
㊏

☆
９
時
30
分
〜
10
時
20
分

☆
中
辺
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
大
会
議
室
」

☆
交
通
事
故
を
な
く
す
る
田
辺
市
民
運

動
推
進
協
議
会
（
自
治
振
興
課
内
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

ア
ク
セ
ス
し
、
手
順
に
従
っ
て
操
作
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
パ
ソ
コ
ン
の
場
合　

☆to
u

ro
ku

@
kisyu

u
ku

n
-m

l.
police.pref.w

akayam
a.lg.jp

◇
携
帯
電
話
の
場
合　

☆touroku-m
@

kisyuukun-m
l.

police.pref.w
akayam

a.lg.jp

◇
携
帯
電
話
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

く
だ
さ
い
。

【
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
】

☆
５
月
18
日
㊏
・
６
月
15
日
㊏

　

い
ず
れ
も
14
時
か
ら
草
間
喆
雄
さ
ん

が
行
い
ま
す
。

☆
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館
「
展
示

室
」（
観
覧
料
の
み
必
要
）

【
展
示
解
説
会
】

☆
５
月
25
日
㊏
・
６
月
８
日
㊏

　

い
ず
れ
も
14
時
か
ら
当
館
学
芸
員
が

行
い
ま
す
。

☆
市
立
美
術
館
「
展
示
室
」（
観
覧
料

の
み
必
要
）

☆
市
立
美
術
館　

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
３
７
７
０

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う

　

新
入
学
児
童
が
通
学
す
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
子
供
の
交
通
事
故
は
、
道

路
へ
の
急
な
飛
び
出
し
や
駐
車
車
両
の

前
後
か
ら
の
横
断
、
自
転
車
乗
車
中
の

安
全
確
認
の
怠
り
等
が
原
因
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

■
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
は
「
危
な
い
」「
注

意
し
な
さ
い
」
等
の
言
葉
で
は
理
解
が

難
し
い
の
で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
通

学
路
に
立
ち
、「
何
が
ど
の
よ
う
に
危

険
な
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
の
か
」
を
具
体
的
に
子
供
目
線
に

立
っ
て
教
え
ま
し
ょ
う
。

■
車
を
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　

余
裕
を
持
っ
て
お
互
い
譲
り
合
い
の

精
神
で
運
転
し
、
特
に
住
宅
街
や
学

校
・
公
園
の
近
く
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
の
手
本
と
な
る
交
通
マ
ナ
ー
と

安
全
運
転
を
心
掛
け
、
車
も
歩
行
者
も

「
止
ま
る
」「
見
る
」「
待
つ
」を
実
践
し
、

み
ん
な
で
交
通
事
故
が
な
く
な
る
よ
う

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
◇
交
通
事
故
を
な
く
す
る
田
辺
市
民

運
動
推
進
協
議
会
（
自
治
振
興
課
内
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

◇
田
辺
警
察
署

小
・
中
学
校
就
学
援
助
費
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品

費（
月
額
で
小
学
生
１
０
０
０
円
程
度
、

中
学
生
２
０
０
０
円
程
度
）・
新
入
学

学
用
品
費
（
対
象
学
年
の
み
）・
修
学

旅
行
費
の
一
部
・
学
校
給
食
費
等
、
学

校
で
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

制
度
で
す
。

　

受
給
に
当
た
っ
て
は
所
得
制
限
等
一

定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
就
学
援
助
費

の
申
請
は
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
学
校
又
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
学
校
教
育
課 

学
事
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
２

☆
０
７
３
９
（
２
３
）
０
１
１
０

　 草間喆雄《Layered-B》
　 2013 年　個人蔵

　 菅井汲《青と黒》　
　 1960 年　個人蔵

▲QRコード

▲

▼

4
月
1
日
か
ら
新
小
・
中
学
1
年
生

の
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
が
変

更
に
な
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
小
学
生
・
中

学
生
に
な
る
お
子
さ
ん
は
、
今
ま
で
お

使
い
の
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証

（
黄
色
）・
児
童
医
療
費
受
給
資
格
証（
紫

色
）
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
４
月
か

ら
お
使
い
い
た
だ
く
児
童
医
療
費
受
給

資
格
証
（
新
小
学
１
年
生
は
紫
色
・
新

中
学
１
年
生
は
灰
色
）
は
３
月
下
旬
頃

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
４
月
以
降

は
、
新
し
い
受
給
資
格
証
を
医
療
機
関

等
に
提
示
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
課 

医
療
係

☆
0
7
3
9
（
２
６
）
9
9
2
6

☆
◇
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課 

犯

罪
抑
止
総
合
対
策
室

☆
０
７
３
（
４
２
３
）
０
１
１
０

◇
田
辺
地
区
防
犯
協
議
会
（
自
治
振
興

課
内
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

ラ
ジ
オ
広
報
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
和
歌
山
放
送
（
A
M

１
２
３
３
）
と
F
M 

T
A
N
A
B
E

（
F
M
８
８
．
５
）、
を
通
じ
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
日
程
は
、
毎
週
、
和
歌
山

放
送
が
㊋

㊎

の
14
時
台
、
F
M 

T
A
N
A
B
E
が
㊌
の
12
時
台
と
㊏

の
11
時
台
で
す
。

　

是
非
、
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　

企
画
広
報
課 

広
聴
広
報
係

　

０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３
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休日急患診療

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119
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「Q助」

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科、小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

  男 　34,946
  女 　39,165 人
  計 　74,111 人
世帯　35,284 世帯
出生　　　45 人（男 24 女 21）

市の人口
（平成 31年 2月末現在）

前月比
（-20）
（-22）
（-42）
（+10）

電
話
の
掛
け
間
違
い
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

電
話
で
お
問
合
せ
の
際
は
、
掛
け
間

違
い
の
な
い
よ
う
、
電
話
番
号
を
よ
く

お
確
か
め
の
上
、
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

道
の
駅 

奥
熊
野
古
道
ほ
ん
ぐ
う 

20

周
年
記
念
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
4
月
20
日
㊏
〜
21
日
㊐　

9
時
〜

18
時
30
分

☆
道
の
駅　

奥
熊
野
古
道
ほ
ん
ぐ
う

☆
4
月
に
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念

し
て
左
記
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◇
20
日　

青
果
の
店
頭
市
、
マ
グ
ロ
切

り
た
て
販
売

◇
21
日　

ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
、
餅
ま
き

　

ま
た
、
敷
地
内
の
芝
生
に
て
バ
ザ
ー

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
雨
天
中
止
）。

バ
ザ
ー
出
店
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
下
記

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
出
店
場
所
が

な
く
な
り
次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す
。

花
と
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
運
動
助
成
事

業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

☆
市
民
グ
ル
ー
プ
が
土
地
所
有
者
の
承

諾
を
得
て
、
空
地
等
に
花
苗
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
植
え
る
場
合
に
、
１
団
体
に

つ
き
６
万
円
相
当
分
を
上
限
に
花
苗
を

差
し
上
げ
ま
す
。
花
と
緑
豊
か
な
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
事
前
に
申
請
書
等
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
団
体
数　

60
団
体 

☆
管
理
課 

公
園
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
６

地
籍
調
査
成
果
の
手
数
料
が
変
わ
り

ま
す

☆
４
月
１
日
㊊
か
ら
、
地
籍
調
査
成
果

に
係
る
手
数
料
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
手
数
料

◇
成
果
品
の
閲
覧　

２
０
０
円

◇
成
果
品
参
考
資
料
の
交
付　

２
０
０

円
　

閲
覧
に
つ
い
て
1
件
２
０
０
円
の
手

数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
交

付
に
つ
い
て
も
従
来
の
５
１
０
円
か
ら

２
０
０
円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
地
籍

図
の
閲
覧
を
行
い
地
番
特
定
し
、
必
要

と
な
る
資
料
を
交
付
し
た
場
合
、
閲
覧

２
０
０
円
と
交
付
２
０
０
円
で
合
計

４
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
土
地
対
策
課 

地
籍
調
査
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
５

被
害
者
支
援
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

犯
罪
や
交
通
事
故
、
D
V
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど
の

被
害
者
や
家
族
等
か
ら
の
電
話
・
面
接

に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は

消
費
者
啓
発
の
講
座
開
催
に
ご
活
用

く
だ
さ
い

　

悪
質
商
法
や
詐
欺
の
被
害
だ
け
で
な

く
、
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
手

口
を
知
り
対
処
法
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
申
込
み
が
あ
っ
た
団
体
に

専
門
の
講
師
を
無
料
で
派
遣
し
て
い
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
等
の
会
議

や
研
修
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
人
気
テ
ー
マ

◇
最
近
の
消
費
者
被
害
と
そ
の
対
策　

◇
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
ト

ラ
ブ
ル

☆
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
日
程
や
場
所
、
講
座
内
容
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。

☆
自
治
振
興
課 

市
民
生
活
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、
セ
ン
タ
ー
相

談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。（
無
料
、
秘

密
厳
守
）

☆
５
月
11
日
㊏　

10
時
〜
16
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階「
相
談
室
」

■
相
談
電
話
【
当
日
の
み
開
設
】

☆
０
７
３
９
（
８
１
）
１
７
０
５

■
面
接
相
談　

当
日
も
お
受
け
し
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

☆
公
益
社
団
法
人 

紀
の
国
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

☆
０
７
３
（
４
２
７
）
１
０
０
０

☆http://w
akayam

a-kvsc.jp/
☆
道
の
駅 

奥
熊
野
古
道
ほ
ん
ぐ
う　

☆
０
７
３
５
（
４
３
）
０
９
１
１

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止
で
す

　

現
在
、
メ
ジ
ロ
は
原
則
捕
獲
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
飼
養
登
録
さ
れ

て
い
る
メ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

飼
養
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察
で
き
な

い
高
齢
者
な
ど
は
捕
獲
を
許
可
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
捕
獲
許
可　

西
牟
婁
振
興
局
衛
生
環

境
課

◇
飼
養
登
録　

市
町
村

☆
農
業
振
興
課 

農
政
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
9
9
3
0

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
新
た
な
情
報
発
信
手

段
の
一
つ
と
し
て
、
民
間
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

（
S
N
S
）
を
活
用
す
る
た
め
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
及
び
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
田
辺

市
公
式
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
情
報
及
び
地
域
の
情
報
等
、

様
々
な
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

◇
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
ペ
ー
ジ

　

 http://twitter.com
/tanabecity

◇
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　

 http://www.facebook.com
/

tanabecity



相談日程等

有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）
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有料広告 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

親子健康カレンダー

編集後記

施設の予約

【生涯学習センター】
■貸室　11 室

（市民総合センター内の交流ホール・
会議室・料理実習室など）
☆ 2019 年 7 月分は 5/7 ㊋から予約可
☆生涯学習課 公民館係
☎ 0739-26-4925

4 月の納税等

■固定資産税・都市計画税…全期前納分 第 1 期分
■市県民税 年金特別徴収…4 月徴収分、給与特別徴収…3 月徴収分
■国民健康保険税 特別徴収…4 月徴収分
■介護保険料 特別徴収…4 月徴収分
■後期高齢者医療保険料 特別徴収…4 月徴収分
※納期限後の納付は、督促手数料及び延滞金を加算する場合があります。

◇４か月児健診　4/9 ㊋＝田辺、23 ㊋＝田辺・中辺路、25 ㊍＝大塔、5/9 ㊍＝龍神
◇７か月児健診　4/12 ㊎＝田辺、23 ㊋＝中辺路、25 ㊍＝大塔、26 ㊎＝田辺、5/9 ㊍＝龍神、14 ㊋＝田辺
◇ 11か月児相談　4/5 ㊎＝田辺、16 ㊋＝田辺、23 ㊋＝中辺路、25 ㊍＝大塔、5/9 ㊍＝龍神
◇１歳６か月児健診　4/18 ㊍＝田辺、24 ㊌＝田辺・本宮、5/8 ㊌＝田辺
◇２歳児相談　4/8 ㊊＝田辺、22 ㊊＝田辺、24 ㊌＝本宮、5/10 ㊎＝田辺
◇３歳６か月児健診　4/2 ㊋＝田辺、10 ㊌＝田辺、24 ㊌＝本宮、5/15 ㊌＝田辺
◇マタニティスクール　4/5 ㊎＝田辺
◇パパママ教室　4/14 ㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター、龍神…龍神保健センター、中辺路…中辺路保健センター、大塔…大塔健康プラザ、
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは、対象者に送付している通知をご覧いただくか、健康増進課母子保健係（☎ 0739-26-
4901）又は各行政局住民福祉課（☎ 23 ページ参照）までお問い合わせください。

この時季の仕事は花粉症で本当に辛い▼取材で外に出ることはもちろん、家では中々寝付けず睡
眠不足でデスクワークにも疲労感が…▼早く花粉の飛散が静まってほしいです（ヤノマイ）

相談日（予約受付） 時間 相談場所等 問合せ

市民法律相談
（対象は市民の方で先
着 8 名。相談日の 11
時までに要予約。※
4/22 は先着 4名）

4/15 ㊊（4/ 9 ～）・岡田弁護士
4/22 ㊊（4/16 ～）・山本弁護士※
5/ 7 ㊋（4/23 ～）・村上事務所
5/13 ㊊（5/ 8 ～）・山本弁護士

14 時～ 16 時の
うち、１人 15
分間（※ 4/22
は 14 時 30 分
～ 15 時30 分）

社会福祉センター
3 階「相談室」

（本庁舎東隣 3 階）
※ 4/22 は龍神行
政局

自治振興課
市民生活係

（本庁舎 3 階）
☎ 0739-26-9911

市民相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分 右記

行政相談

4/19 ㊎・中村恒夫 10 時～ 11 時 中辺路行政局

4/23 ㊋・岡本美彦 13 時～ 15 時 社会福祉センター
3 階「相談室」

4/23 ㊋・折戸富子 13 時～ 15 時 本宮行政局

4/24 ㊌・佐田俊知 13 時～ 15 時 富里連絡所

消費生活相談 ㊊㊋㊍㊎・消費生活相談員 13 時～ 16 時
自治振興課 市民生活係（本庁舎 3 階）
◇相談専用　☎ 0739-34-2460
消費者ホットライン　☎ 188

人権・登記・相続相談
（人権相談は平日に対
応。登記相談は事前に
要問合せ。法務局でも
相談可）

4/ 5 ㊎・人権擁護委員、法務局
職員

13 時 30 分～
15 時 30 分
※ 受 付 は 15
時まで

龍神行政局
法務局 田辺支局

（文里一丁目 11-9）
☎ 0739-22-0698

女性電話相談 平日・女性相談員 9 時～ 12 時 ◇相談専用　☎ 0739-26-4919

生活相談
（生活困窮者自立支援）平日・相談支援員 8 時 30 分～

17 時
生活相談センター（市民総合センター1階）
☎ 0739-33-7641

愛あい子育て相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）☎ 0739-22-9285
※「愛あいルーム」での面接相談可

家庭児童相談 平日 8 時 30 分～
17 時

家庭児童相談室（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-4926

介護相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-9906
※認知症については、第 1㊌ 10 時～ 12
時に「よりみちサロンいおり」でも相談可

（5 月は第 2㊌になります）

ひきこもり相談
（窓口に来られる場合
は要予約）

平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

健康増進課 健康管理係
☎ 0739-26-4901
◇相談専用　☎ 0739-26-4933
☆ shc@city.tanabe.lg.jp

妊娠期から出産、子育
て相談
（原則、就学前まで）

平日
※㊍は助産師による相談可

8 時 30 分～
17 時 15 分

母子健康包括支援センター「たなっこ」
（市民総合センター 2 階）
◇相談専用　☎ 0739-33-7115
☆ kenkou@city.tanabe.lg.jp

いじめホットライン 平日 9 時～ 16 時
◇相談専用　☎ 0739-26-3224
◇いじめ相談ダイレクトメール
☆ ijime110@city.tanabe.lg.jp

不登校 ･いじめ ･教育
相談 平日 9 時～ 16 時 教育研究所（本庁舎北隣 2 階）

☎ 0739-25-1511

外国人相談（English）
（事前に要問合せ）

①㊊～㊍
②㊎

① 9 時～ 17 時
② 9 時～ 12 時 国際交流センター　☎ 0739-33-9019
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　　防災コラム備えて
安心！

たなべスマイル

　　　　　　高校生レポーター青春キラリ！
☆

キャシーのたなべ冒険 押忍！

国際交流員のキャシディー・ドリスコルです。「キャシー」と呼んでください♪
このコーナーでは、私が市内を冒険して体験した様々な出来事を皆さんにお伝えします！

　地震や風水害などの自然災害の発生を防ぐこ
とはできません。そのため、日頃から防災意識
を高めておくことが、いざというときどうすれ
ばいいかという行動につながってきます。
　行政では、災害の発生時や災害のおそれがあ
る場合には、指定された避難所を開設していま
すが、大きな災害が発生した場合、「公助」に
は限界があります。ライフラインが全て停止し、
流通も止まり、食料をはじめ物資の配給が遅れ
ることも想定されているからです。そんなとき
のために、自分のことは自分で守る「自助」や
地域の人たちで助け合う「共助」の充実を図る

第 59 回　避難するときには！

ことが大切になってきます。
　まずは、各家庭でどのような物を備えておけ
ばよいか話し合い、食料・飲料水等の備蓄品を
玄関などの身近なところに用意し、避難すると
きに持ち出すことができるように準備してお
き、いざ避難するときには常に持ち出すように
しましょう。乳幼児のミルクやおむつ、病気の
方の薬など、各家庭で必要なものが違ってくる
ため、特に気を配っておくことが大切です。
　なお、非常持出し品については、ホームペー
ジをご参照ください。
☆http://www.city.tanabe.lg.jp/bousai/motidasi.html

第 8回　美しさと日常生活

　今回は、市立美術館の学芸員の三谷渉さんが、秋野不
ふ く

矩の展覧
会を案内してくださいました。この画家は大正時代から日本画の
手法を通じて、世界的な絵画を生み出したそうです。彼女の作品
からは、美しさや苦悩が感じられ、私はとても感動しました。
　私は三谷さんに、美術館を訪れた田辺市民にどのようになって
ほしいかと尋ねると、「少しでも日常生活における意識を美しい
ものに向けるようになってもらえれば、うれしいです。」と答え
てくださいました。すごく素晴らしい考えだと思います。やはり、
美術館で選りすぐりの美術品に触れれば、「美しさ」について理
解を深めることができるでしょうし、そこから、日常生活の何気
ない物事にさえ美しさを感じることができれば、どんなに素晴ら
しいことでしょう。
　朝日の暖かさや、本棚にきれいに並んでいる本にも、美しさを
感じることができます。私たちは、自分の生活を彩ることができ
る、アーティストなのです。

　今回は、紀伊田辺駅の改装について、駅長さんにお話を伺ってきまし
た。市出身の駅長としては、紀伊田辺駅の駅長14代目にして初めてだそ
うです。駅長さんは「昔のように、駅や商店街に人が集まる場所としたい」
とおっしゃっていました。駅を改装する大きな目的は、地震や津波の対策
で、ビルの屋上に避難できるようにもなるそうです。私たちも屋上から工
事現場の写真を撮らせていただき、貴重な経験ができました。改修工事中、
駅長さんがとても驚かれたことは、建物を支えるための柱の一部に、1925
年に製造された電車のレールが使われていたということでした。
　最近では、鬪雞神社が世界遺産に登録されたこともあり、日本人だ
けでなく、外国人観光客も多く見掛けます。田辺に訪れる方たちを温
かく迎え入れる玄関口として、私たちの紀伊田辺駅はこの夏、新しく
生まれ変わります。

魚住 奈央 さん
秋津川

地域おこし協力隊

紀伊田辺駅の改装について
写真・文　南紀高校　由谷 胡桃・中平 まひろ

多くの方が集まれる　
場所にしたい

　出身は那智勝浦町で、平成 29 年 3月から地
域おこし協力隊として紀州備長炭記念公園で働
いています。主に喫茶店や売店での接客や、梅
ジュース作りなどの体験支援などをしています。
　また、公園は平成30年4月にリニューアルオー
プンしました。その際、喫茶店・売店の内装に
ついても担当しました。売り場作りのプロがい
ない中、多くの方に助言をもらい、他のお店に
視察に行くなど試行錯誤の日々。コミュニケー
ションを取るためにキッチンからお客さんが見
えるようにしたり、店内の空間が広く感じられる
ようにしたり、売店では時期に応じて配置を変
えられるようにするなど工夫を凝らしています。
　この公園が観光の方はもちろん、地元の方に
も集まっていただける場所になってほしいで
す。4月からはバーベキューも楽しめます。喫
茶店の新メニュー、生地に炭パウダーを練り込
んでいる備長炭バターケーキも是非食べてみて
ください。
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我が家の愛ドル ～    月生まれ～

　　　子育てクラブすく
すく

図書館へ行こうた
な
べ
方
言
事
典

ひとことコラム

お子さんと一緒に
おはなしのコーナー

司書のおすすめ！ 新着図書

※移動図書館の運行日時は、下記へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
☆ 市立図書館　☎ 0739-22-0697　☆ http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html

休館日 開館時間
本館＝㊋～㊏ 9 時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ 9 時 30 分～ 18 時
分室＝ 9時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時
間延長あり。
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■産前産後にはどんな変化があるの？
　妊娠中はお腹の中で成長する赤ちゃんを守り
出産に適応するため、出産後は赤ちゃんを元気
に育てるため、お母さんの体はいろいろな変化
を経験します。もちろん環境も変化するので、
体と環境の両方の影響を受けて、心も揺れやす
くなります。こうした変化は、自分では意外に
気付きにくいものです。
◇例えばこんな変化が
　産前産後は、女性ホルモンのバランスが大き
く変わります。母乳が出るようになったり、出
産前の体に戻るのもホルモンの働きです。この

第 68回　産後のママのメンタルヘルス

変化に心と体がついていけないと不調を感じて
しまいます。また、出産後は赤ちゃん中心の生
活になります。どうしても睡眠不足になります
し、慣れないお世話や初めての出来事がいっぱ
いです。楽しい反面、疲れがたまってしまうこ
ともあるので頑張りすぎないでください。
◇心を軽くするために
　ストレスの感じ方には個人差があります。何
もかも一人で抱え込まないで、周りの人にも上
手に頼りましょう。市でも様々な育児支援サー
ビスがありますので、困ったことがあったらい
つでも健康増進課にご連絡ください。

保健師
森本　ユリ

4

本館＝毎週㊊、4/25㊍（整理日）、5/2㊍（臨時休館）
龍神分室＝第 1･3㊏㊐、4/29㊊㊗～ 5/6㊊㊗
中辺路分室＝毎週㊐、4/29㊊㊗～ 5/6㊊㊗
大塔分室＝第 1･2･3㊏、毎週㊐、4/29㊊㊗～ 5/6㊊㊗
本宮分室＝毎週㊏㊐、4/29㊊㊗～ 5/6㊊㊗

　毎年、この頃になると桜の開花予想が気にな
るところです。ちょうど、南から北へと上って
くるので、桜前線とも呼ばれています。この桜
前線という言葉は、日本各地のソメイヨシノの
開花日を結んだ線のことです。県内をはじめ、
市内にでも、いろいろなところで桜の芽吹きを
眺めながら、春の訪れを想うのもいいかも知れ
ませんね。図書館へも是非。（雄）

★おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 4/7・14・21・28 全㊐（11 時～）
中辺路分室＝ 4/20㊏（11 時～）
大塔分室＝ 4/27㊏（10 時 30 分～）

★おはなしタイム
おはなしや絵本の読み聞かせなど（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 4/6・13・20・27 全㊏（11 時～）

★ひよこタイム
絵本の読み聞かせやわらべうたあそ
びなど（対象：0～ 2歳くらい）
本館＝ 4/17㊌（11 時～）

★こぐまタイム
絵本の読み聞かせやわらべうたあそ
びなど（対象：2～ 3歳くらい）
本館＝ 4/17㊌（11 時 30 分～）

ようこそ！ 葉っぱ科学館
写真・文／多田　多恵子
発行／少年写真新聞社
　葉は植物の工場です。光合
成で作られる糖やでんぷんを
もとに多くの化学物質が合成
され、植物は成長します。先
生と葉っぱ観察しませんか？

発酵のことが一冊でまるごと
わかる
編／斎藤　勝裕
発行／ペレ出版
　食をはじめ、衣・住にまつ
わる発酵の活躍について、13
の項目に分けて分かりやすく
解説する。

こ
う
へ
い
な

か
し
こ
い
、
利
口
な
。

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。氏名、住所、生年月日、
電話番号、簡単なコメント（50 字まで）を添えてください。5月生まれのお子さんの締切りは、4月 10 日
㊌です。掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■宛先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

1歳のお誕生日おめでとう！頑張り
屋の実空ちゃん。毎日笑顔をありが
とう。元気いっぱい育ってね。

龍見　実
み く

空ちゃん（1歳）
さーちゃん、２歳のお誕生日おめ
でとう！これからも元気いっぱい
遊ぼうね。

父母より

岡本　早
さ よ

代ちゃん（2歳）
☆お誕生日おめでとう☆ 
もぅ 4歳 ! すっかりお姉ﾁｬﾝ★姉弟
仲良くね！いつでもお泊まり来て
ね☆。 

じぃﾁｬﾝ、ばぁﾁｬﾝより

前田　莉
り ず む

珠夢ちゃん（4歳）
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みんなの彩時記

　2月 24 日㊐、第 5回南紀田辺 UMEロードマ
ラソンが行われました。今回から田辺スポーツ
パークをスタート・ゴールとし、上芳養方面で
は梅の香り漂うコースを駆け抜けました。

　3 月 17 日㊐、新屋敷町で『ときわ通りひな
まつり第二巻』が開催されました。おひなさま
をテーマにしたスイーツや雑貨の販売、チンド
ンショーやマジックショーが行われました。

　3 月 8 日㊎～ 17 日㊐、龍神村で『観
かんとうさい

燈祭』が
開催されました。龍神温泉街を中心に宿泊施設や
店舗の玄関先など村内各地にろうそくの燈

とうろう

籠が置
かれ、暗くなってくると灯された火が幻想的な明
かりとなって現れました。
　9日㊏は、モデルの撮影会や平成最後の特別イ
ベントとして龍神温泉付近の河川敷には燈籠が約
300 個並べられました。参加していた多くのカメ
ラマンは、モデルたちが温泉街で浴衣を着て楽し
む姿を撮影しました。

　2月 23 日㊏・24 日㊐、情報交流センター Big・
Uで木育キャラバンが開催されました。木で作ら
れたおもちゃがたくさん集まり、『木の国』となっ
た会場は子供たちの笑顔あふれる空間となりまし
た。また、地域の木材関連団体によるワークショッ
プも行われ、木の時間割表作りやびゅんびゅんゴ
マ作りなどを楽しみました。
　和歌山市からお母さんと遊びに来ていた女の子
は「いろんな木のおもちゃがあって楽しかった。木
の音色がする楽器も作れた」と話してくれました。

木に囲まれて笑顔あふれる
木育キャラバン

火の灯った燈籠が
龍神村の夜を照らす

　3月 1日㊎、コンビニで住民票の写しと印鑑
登録証明が取得できる『コンビニ交付サービス』
が始まり、5日㊋には市長が住民票の写しの取
得実演を行いました。

　3 月 17 日㊐、中辺路町で『よみがえりの森
づくり植樹イベント』が実施され、47 名の参
加者がコナラやヤマザクラなどの広葉樹を 300
本植樹しました。

　3月 5 日㊋、災害発生時に被災者に対する法
律相談その他の支援活動を実施するため、和歌
山弁護士会と『災害発生時における法律相談業
務等に関する協定』を締結しました。
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